
先般、大崎上島町（広島県）の白水沖合において、同町造船所向け曳航作業
中の小型船が転覆し、救命胴衣を未着用であった船員２名が死亡する海難が
発生しました。
このため、呉海上保安部では、この事態を重く捉え、再発防止の一環として、
管内に所在する造船所等を訪問、安全管理者や船舶乗組員に対し、海上や臨
海部で作業する場合での救命胴衣着用励行や安全作業マニュアルの遵守な
ど、安全対策の徹底を呼びかけています。

造船所等に対する安全指導の様子

命を守る！救命胴衣の着用をお願いします。
～ 不測の事態に備えた自己救命策の確保 ～

【造船所作業現場での安全指導】

【安全管理者等への安全指導】

～ 救命胴衣は命をつなぐ最後の砦です！ ～


